
議案第１０号 

 

新座市重度心身障がい者医療費支給に関する条例の一部を改正する条

例 

 

新座市重度心身障がい者医療費支給に関する条例（昭和５８年新座市条例第２

号）の一部を次のように改正する。 

次の表中下線の表示部分（以下、改正前の欄にあっては「改正部分」と、改正

後の欄にあっては「改正後部分」という。）については、次のとおりとする。 

⑴ 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

⑵ 改正部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正部分

を当該改正後部分に改める。 

改 正 後 改 正 前 

  

（対象者） 

第３条 この条例による医療費の支給の対象と

なる者（以下「対象者」という。）は、国民

健康保険法（昭和３３年法律第１９２号）、

高齢者の医療の確保に関する法律（昭和５７

年法律第８０号）及び規則で定める社会保険

各法（以下「医療保険各法」という。）によ

る被保険者、組合員又は加入者（被保険者、 

組合員又は加入者であつた者を含む。以下 

「被保険者等」という。）及び被扶養者であ

る重度心身障がい者であつて、次の各号のい

ずれかに該当するものとする。 

⑴ 本市に住所を有する者（次に掲げる者を

除く。） 

ア ［略］ 

イ 他の市町村から援護を受け、介護保険

法（平成９年法律第１２３号）第８条第

１１項に規定する特定施設に入居し、又

は同条第２５項に規定する介護保険施設

に入所している者 

ウ 他の市町村長が老人福祉法（昭和３８

年法律第１３３号）第１１条第１項第１

号の規定により、同法第２０条の４に規

定する養護老人ホームに入所を委託して

いる者 

エ ［略］ 

オ ［略］ 

カ ［略］ 

キ ［略］ 

ク ［略］ 

ケ ［略］ 

コ ［略］ 

（対象者） 

第３条 この条例による医療費の支給の対象と

なる者（以下「対象者」という。）は、国民

健康保険法（昭和３３年法律第１９２号）、

高齢者の医療の確保に関する法律（昭和５７

年法律第８０号）及び規則で定める社会保険

各法（以下「医療保険各法」という。）によ

る被保険者、組合員又は加入者（被保険者、 

組合員又は加入者であつた者を含む。以下 

「被保険者等」という。）及び被扶養者であ

る重度心身障がい者であつて、次の各号のい

ずれかに該当するものとする。 

⑴ 本市に住所を有する者（次に掲げる者を

除く。） 

ア ［略］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ ［略］ 

ウ ［略］ 

エ ［略］ 

オ ［略］ 

カ ［略］ 

キ ［略］ 

ク ［略］ 



⑵ ［略］ 

⑶ 本市から援護を受け、本市の区域外に設

置されている介護保険法第８条第１１項に 

規定する特定施設に入居し、又は同条第 

２５項に規定する介護保険施設に入所して

いる者 

⑷ 市長が老人福祉法第１１条第１項第１号

の規定により、本市の区域外に設置されて

いる同法第２０条の４に規定する養護老人

ホームに入所を委託している者 

⑸ ［略］ 

⑹ ［略］ 

⑺ ［略］ 

⑻ ［略］ 

⑼ ［略］ 

⑽ ［略］ 

⑾ ［略］ 

⑿ ［略］ 

⒀ 前各号に掲げるもののほか、市長が特に

必要と認める者 

２ 前項の規定にかかわらず、次の各号のいず

れかに該当する者は対象としない。 

⑴～⑷ ［略］ 

⑸ 他の地方公共団体が実施する医療費支給

事業により医療費の支給を受けることがで

きる者 

⑵ ［略］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ ［略］ 

⑷ ［略］ 

⑸ ［略］ 

⑹ ［略］ 

⑺ ［略］ 

⑻ ［略］ 

⑼ ［略］ 

⑽ ［略］ 

 

 

２ 前項の規定にかかわらず、次の各号のいず

れかに該当する者は対象としない。 

⑴～⑷ ［略］ 

 

  

   附 則 

１ この条例は、令和６年４月１日から施行する。ただし、第３条第２項に１号

を加える改正規定は、公布の日から施行する。 

２ 改正後の新座市重度心身障がい者医療費支給に関する条例第３条第１項第１

号イ及びウ、第３号並びに第４号の規定は、この条例の施行の日以後に入居又

は入所をした者について適用し、同日前に入居又は入所をした者については、

なお従前の例による。 

 

 

  令和６年２月２８日提出 

 

新座市長 並 木  傑 

 

 

   提 案 理 由 

重度心身障がい者医療費の支給の対象者を改めるとともに、所要の規定の整備

を図りたいので、この案を提出するものである。 


